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1.概要  

③画面説明  

画面説明  

 ここでは、標準単価作成システムの画面説明を、 

歩掛りファイルの画面で説明します。 

歩掛りファイルを開くと、登録されている歩掛り名称の一覧画面が表示されます。 

 

 
 細目名称欄をダブルクリックすると歩掛り内訳画面が表示されます。 

 

 

 

 

 同じ名称をもう一度ダブルクリックすると、表示されていた行が非表示になります。 
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列見出し  

 表示されている細目名称や摘要名称、単位は、 

名称ファイルに収録されており、画面表示する際にこれらの情報を取得して表示します。 

 

 
 細目欄と単位欄の下段には、備考欄上段の細目コードを用いて、 

名称ファイルから取得した細目名称と単位を表示します。 

 

 
 細目名称は、全角 8文字×3行の全角 24文字まで表示可能です。 

 

 
 単位は、全角３文字まで表示可能です 
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 摘要欄には、備考欄上段の細目コードと中段の摘要コードを用いて、 

名称ファイルから取得した摘要名称を表示します。 

 

 
 全角 16文字×3行の全角 48文字から、 

最大で、全角 16文字×6行の全角 96文字まで表示可能です。 

 

 
 細目名称、摘要名称、単位の登録・編集等は、 

名称ファイルでのみ可能で、他のファイルではできません。 
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 歩掛り一覧行の単位欄の上段は、単価計算の状態がアイコンで表示されます。 

 

 
 （計算）は、単価計算が正常に終了した項目です。 

（未計算）は、単価計算が行われていないか、単価計算が途中で打ち切りになった項

目です。 

（計算無）は、計算情報ファイルで「計算しない歩掛り」に指定された項目です。 

 

 
  

 歩掛り一覧行の率対象欄の上段は、 

歩掛り区分で、歩掛りの出典根拠を示します。 

 

 
 標準は、公共建築工事標準単価積算基準の標準歩掛り。 

市場は、公共建築工事標準単価積算基準の市場単価。 

参考は、公共建築工事積算研究会参考歩掛り。 

独自は、ユーザーが独自に作成した歩掛り。 

 

等の出典を、省略して表記しています。 
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 他の区分については、ヘルプメニューのリファレンスマニュアルメニューから閲覧できる 

リファレンスマニュアルのⅥ－4 ページをご確認ください。 

 

 

 

 
  

 歩掛り内訳行の上段が［〇］の行は、 

「その他」の率対象であることを表しています。 

 

 
 例えば、平遣り方ですが、 
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公共建築工事標準単価積算基準によると、 

遣り方の「その他」の率の対象は、 

くぎ、大工及び、普通作業員とするとあるので、 

 

 

 

 

 鉄丸くぎと大工と普通作業員に、「〇」が設定されています。 

 

 
  

 中段が［☆］の行は、補正の率対象であることを表しています。 
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 公共建築工事積算基準等資料によると、 

 

 

 
執務並行改修の場合、 

建築工事は、「労務の所要量×1.15 の 15％増し」 

電気設備工事及び機械設備工事は、「労務の所要量×1.20の 20％増し」 

とあるので、 

 

 

 労務の大工と普通作業員に、「☆」が設定されています。 
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 下段は、労材区分で、材料や労務等の単価の種類を表しています。 

 

 
  

 備考欄の下段はメモ欄で、全角で 10文字まで入力することができます。 

 

 
  

 年月日時分欄は、行を登録した日時、または最後に編集した日時を表します。 

 

 
 他のファイルの画面の列見出し等については、 

リファレンスマニュアルの各ファイルの画面説明をご確認ください。 

 

 
 


